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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西　

真
紀
子

ク
ロ
ー
ネ
を
支
払
う
。

　

処
置
は
、
歯
科
医
院
で
行
っ
て
も
、
訪

問
歯
科
診
療
で
行
っ
て
も
よ
い
。
患
者
が

家
や
介
護
施
設
か
ら
出
ら
れ
な
い
時
は
、

金
の
高
さ
へ
の
不
満
を
打
ち
消
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
私
が
実
際
に
見
た
終
末
期

医
療
の
実
例
は
、
故
ブ
ラ
ッ
タ
ー
ル
先
生

の
ご
自
宅
だ
っ
た
。
ど
の
市
民
に
対
し
て

も
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
人
の
尊
厳
を
守
る

質
の
高
い
終
末
期
医
療
が
施
さ
れ
る
。
一

朝
一
夕
で
築
い
た
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
は

な
い
と
感
じ
た
。
国
全
体
で
過
去
の
経
験

が
蓄
積
さ
れ
、
改
善
を
繰
り
返
し
、
人
材

の
育
成
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

北
欧
は
日
本
よ
り
は
緩
や
か
な
ペ
ー
ス

で
超
高
齢
社
会
へ
と
向
か
っ
て
い
る
が
、

日
本
が
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
る
１
９
８

０
年
頃
ま
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
世
界
一
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⑰

医
科
診
療
報
酬
改
定

　

２
０
１
８
年
医
科
診
療

報
酬
改
定
は
16
年
改
定
と

同
様
に
、「
医
療
か
ら
介

護
へ
」・「
病
院
か
ら
施
設

・
在
宅
へ
」
を
推
進
、 

安

上
が
り
の
医
療
・
介
護
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

す
。
医
療
費
削
減
あ
り
き

の
や
り
方
は
、
国
民
に
も

医
療
・
介
護
従
事
者
に
も

新
た
な
苦
難
を
押
し
付
け

る
も
の
で
あ
り
、「
医
療

・
介
護
難
民
」
な
ど
の
問

題
の
解
決
に
逆
行
す
る
内

容
だ
。

　

病
院
に
対
し
て
は
病
床

の
再
編
を
通
じ
て
入
院
を

抑
制
、
早
期
の
退
院
を
促

し
地
域
の
診
療
所
に
病
院

か
ら
追
い
出
さ
れ
た
患
者

の
ケ
ア
を
担
わ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

病
床
再
編

は
、
看
護
師
等

の
人
員
配
置
を

考
慮
し
た
評
価
か
ら
重
症

患
者
の
受
け
入
れ
や
退
院

の
割
合
等
を
評
価
す
る

「
実
績
評
価
」
へ
と
軸
足

が
移
さ
れ
る
。
こ
の
間
の

連
続
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
よ

り
、
民
間
病
院
は
４
年
連

続
で
赤
字
（
平
均
）
と
な

っ
て
い
る
（
中
医
協
「
医

療
経
済
実
態
調
査
」）。
実

績
評
価
に
合
致
し
な
い
患

者
が
経
営
上
の
理
由
か
ら

選
別
さ
れ
か
ね
な
い
。
地

域
の
診
療
所
に
は
「
か
か

り
つ
け
医
機
能
の
強
化
」

と
し
て
地
域
で
患
者
の
ケ

院
へ
の
入
院
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
せ
る
一
方
で
、
患

者
へ
の
「
24
時
間
対
応
」

や
「
一
医
療
機
関
の
み
の

算
定
制
限
」
な
ど
の
施
設

基
準
の
要
件
で
開
業
医
に

責
任
を
負
わ
せ
る
。
患
者

に
は
紹
介
状
の
な
い
大
病

応
じ
て
対
応
が
求
め
ら
れ

る
リ
ハ
ビ
リ
を
「
リ
ハ
ビ

リ
は
介
護
へ
」
な
ど
と
安

易
に
移
行
す
れ
ば
、
患
者

と
介
護
現
場
に
し
わ
寄
せ

が
く
る
だ
け
だ
。
介
護
報

酬
で
は
専
門
職
の
人
員
確

保
が
困
難
と
な
る
な
ど
、

医
科
の
「
改
革
」
を
背
景

に
歯
科
で
も
地
域
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
へ
の
参
加
が
求
め

ら
れ
、
医
療
現
場
の
実
態

に
合
わ
な
い
医
療
機
能
の

分
化
・
強
化
が
図
ら
れ
て

い
る
。
国
民
や
医
療
従
事

者
が
願
う
医
療
の
充
実
に

は
診
療
報
酬
の
大
幅
ア
ッ

プ
、
医
療
従
事
者
の
増
員

が
不
可
欠
で
あ
る
。
安
倍

政
権
の
社
会
保
障
費
削
減

路
線
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
た
め
に
、
軍
事
費
な
ど

の
無
駄
を
削
り
、
大
企
業

・
富
裕
層
へ
の
応
分
の
負

担
を
課
し
て
財
源
を
確
保

す
る
税
制
の
転
換
、
国
民

生
活
を
支
え
る
政
治
へ
の

転
換
が
必
要
だ
。

院
へ
の
受
診
に
際
し
て
、

定
額
負
担
を
課
す
対
象
医

療
機
関
を
拡
大
す
る
な
ど

受
診
を
「
制
限
」
す
る
。

　

「
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
」
は
、
１
年
を

限
り
に
介
護
保
険
に
移
行

さ
れ
る
。
患
者
の
病
態
に

大
量
の
「
リ
ハ
ビ
リ
難

民
」
が
生
ま
れ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

　

患
者
や
医
療
従
事
者
の

ニ
ー
ズ
を
無
視
し
、
公
的

医
療
費
削
減
あ
り
き
の
診

療
報
酬
で
の
政
策
誘
導
は

許
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た

ア
を
担
わ
せ
る
と
同
時
に

入
院
・
受
診
を
抑
制
す
る

な
ど
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
」
の
役
割
を
強
め
る
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
は

専
門
医
療
機
関
へ
の
受
診

の
要
否
の
判
断
や
、
急
性

期
入
院
料
を
算
定
す
る
病

問
題
多
い
医
療
費
削
減
あ
り
き

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
Ａ
Ｂ
の
説
明
会
で
展
示
さ
れ

た
訪
問
歯
科
診
療
の
設
備　
　
　
　
　
　
　

を
記
録
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
早
く

か
ら
高
齢
者
に
目
を
配
っ
た
社
会
福

祉
を
整
え
て
き
た
。
要
介
護
高
齢
者

へ
の
口
腔
ケ
ア
の
シ
ス
テ
ム
は
、
現

在
で
も
日
本
よ
り
整
備
さ
れ
て
い

る
。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の

訪
問
歯
科
の
し
く
み

訪
問
歯
科
の
し
く
み

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
要
介
護
高
齢
者

に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
処
置
が

必
要
な
の
か
、
ま
ず
、
福
祉
と
医
療

の
専
門
家
に
よ
り
介
護
の
必
要
性
が

ア
セ
ス
メ
ン
ト
さ
れ
、
次
に
、
歯
科

衛
生
士
に
よ
っ
て
患
者
一
人
ひ
と
り

の
口
腔
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ

る
。
続
い
て
の
処
置
は
、
歯
科
医
師

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
ど
こ
の
歯

科
医
院
で
行
う
の
か
は
患
者
が
選
択

す
る
。
歯
科
医
師
は
、
処
置
計
画
を

処
置
内
容
と
提
供
者
の
設
備
に
よ
っ

て
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
行
う
こ
と
も

あ
る
が
、
移
動
式
の
歯
科
処
置
の
設

備
を
揃
え
る
の
は
、
企
業
や
公
立
歯

科
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
組
織
で
な
い

と
難
し
い
。
歯
科
医
療
費
は
、
誰
が

治
療
を
や
る
の
か
に
関
わ
ら
ず
、
治

療
項
目
に
つ
い
て
、
患
者
に
払
い
戻

さ
れ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
訪
問
歯

科
医
療
の
最
大
組
織
が
、
オ
ー
ラ
ル

ケ
ア
Ａ
Ｂ
と
い
う
会
社
で
あ
る

（
図
）。
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
て
、

効
率
的
に
人
材
を
派
遣
し
て
い
る

﹇
１
﹈。

終
末
期
医
療
の

終
末
期
医
療
の

レ
ベ
ル
の
高
さ

レ
ベ
ル
の
高
さ

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
税
金
が
高
く
高

福
祉
高
負
担
の
社
会
だ
が
、
終
末
期

医
療
の
充
実
度
は
素
晴
ら
し
く
、
税

立
て
、
処
置
を
す
る
前
に
、
承
認
の
必
要

が
あ
る
費
用
を
推
定
し
、
そ
の
地
域
の
医

療
費
支
払
い
機
関
よ
り
支
払
い
を
受
け

る
。
患
者
は
一
回
の
来
院
に
つ
き
２
０
０

　

同
日
、
衆
議
院
会
館
で
開

か
れ
た
「
医
師
の
働
き
方
を

考
え
る
国
会
内
集
会
」
に

は
、
全
国
の
保
険
医
協
会
・

医
会
な
ど
か
ら
１
５
０
人
が

参
加
。
植
山
直
人
医
師
（
全

国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
代
表
）
ら

が
過
労
死
、
過
労
自
殺
を
生

み
出
す
医
師
の
労
働
環
境
の

改
善
を
訴
え
た
。

と
を
批
判
、
新
点
数
説
明
会

で
診
療
報
酬
改
善
と
患
者
窓

口
負
担
軽
減
を
求
め
る
「
医

療
従
事
者
署
名
」
を
集
め
、

厚
労
省
等
に
抗
議
の
声
を
届

け
る
。

　

新
点
数
説
明
会
は
、
３
月

21
日
に
開
く
中
央
説
明
会
を

始
め
11
地
区
10
会
場
、
全
11

会
場
で
開
く
こ
と
に
し
、
正

副
理
事
長
あ
い
さ
つ
、
政
策

解
説
、
点
数
説
明
の
分
担
を

確
認
し
た
。

　

９
条
改
憲
を
阻
止
す
る
取

り
組
み
で
は
、
新
点
数
説
明

会
会
場
で
「
憲
法
を
守
り
、

生
か
す
署
名
」
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
る
。「
憲
法
を
守

り
、
生
か
す
署
名
」
は
、
安

倍
９
条
改
憲
ノ
ー
！
全
国
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
が
呼
び
か
け

て
い
る
署
名
の
保
団
連
版
。

今
年
の
憲
法
記
念
日
ま
で
に

全
国
で
３
０
０
０
万
筆
の
署

名
を
集
め
、
平
和
憲
法
を
守

り
、
自
衛
隊
の
海
外
で
の
武

力
行
使
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
を
目
指
す
。

　

会
務
運
営
で
は
、
５
月
19

日
に
開
く
第
54
回
評
議
員
会

に
提
案
す
る
２
０
１
８
年
度

予
算
案
と
４
・
５
月
暫
定
予

算
を
承
認
し
た
。
評
議
員
会

議
案
は
５
月
理
事
会
終
了

後
、
評
議
員
に
送
付
す
る
。

　

協
会
は
10
日
、
第
12
回
理

事
会
を
開
き
、
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
改
定
、
９
条
改
憲

を
阻
止
す
る
取
り
組
み
な
ど

で
運
動
対
策
を
協
議
し
た
。

　

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
治

療
中
心
型
か
ら
口
腔
機
能
の

維
持
・
回
復
型
へ
の
転
換
と

称
し
て
管
理
料
加
算
の
新

設
、
院
内
感
染
対
策
を
理
由

に
し
た
新
た
な
施
設
基
準
導

入
な
ど
、
歯
科
医
療
機
関
選

別
の
仕
組
み
が
強
ま
っ
た
こ

　

財
務
省
に
よ
る
森
友
関
連
文
書
の
改
ざ
ん
に
揺
れ
る
中
、
協
会
・
保
団
連
は
15

日
に
国
会
要
請
に
取
り
組
ん
だ
。
協
会
か
ら
下
井
戸
昭
介
監
事
ら
役
員
７
人
が
参

加
し
、
大
阪
選
出
議
員
に
対
し
、
２
０
１
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
内
容
に
触
れ

な
が
ら
、
診
療
報
酬
の
改
善
、
患
者
負
担
増
の
中
止
な
ど
を
要
請
し
た
ほ
か
、
医

科
・
歯
科
両
協
会
が
実
施
し
た
「
学
校
健
診
後
治
療
調
査
」
結
果
を
紹
介
し
意
見

交
換
し
た
。 

（
次
号
に
要
請
議
員
一
覧
）

　

宮
本
岳
志（
衆
院
・
共
産
）、

村
上
史
好（
衆
院
・
立
民
）、

山
下
芳
生（
参
院
・
共
産
）各

議
員
ら
と
面
談
し
、宮
本
、村

上
の
両
衆
院
議
員
に
「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
」
署
名
を
託
し
た
。

　
「
学
校
健
診
後
治
療
調
査
」

で
は
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ

っ
て
未
治
療
の
子
ど
も
の
存

在
に
つ
い
て
、宮
本
議
員
は
、

「
学
校
生
活
だ
け
で
な
く
命

に
関
わ
る
事
例
が
散
見
さ
れ

る
。
子
ど
も
の
受
療
権
を
守

る
た
め
に
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
無
償
化
を
国
の
責
任
で

実
現
さ
せ
た
い
」と
応
じ
た
。

　

村
上
議
員
は
、「
安
倍
政

権
に
な
っ
て
財
政
再
建
の
名

の
も
と
に
、
医
療
費
・
福
祉

予
算
削
減
の
傾
向
が
つ
よ
ま

っ
て
い
る
。
子
ど
も
さ
ん
が

安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の

は
国
の
責
任
だ
」と
応
じ
た
。

宮
本
議
員

山
下
議
員

村
上
議
員

国会要請

診
療
報
酬
改
定
な
ど
で
懇
談

共
産
、立
民
議
員
ら
に
署
名
託
す

今
号
に
同
封
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